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令和６年度 第２回刈谷市ごみ減量化推進会議議事録 

日   時 令和７年３月１８日（火）午前１０時００分～午前１１時１０分 

場   所 刈谷市役所７階 ７０１会議室 

出 席 者 
ごみ減量化推進会議委員 １２名出席／１８名（別添委員名簿の通り） 

ごみ減量推進課 平出課長、並木課長補佐、奥村係長、三浦 

議 題 等 

（１）刈谷市資源回収所への道路の工事について 

（２）環境センターの炉の撤去について 

（３）令和６年度市民意識調査の結果について 

その他 

 ・ごみ分別おたすけカードについて 

１ 議長あいさつ  

：この会議は、市民、事業者、行政が共同でごみ減量化を推進する重要な場であ
ります。本市には現状としてどのような課題があり、新たな動向として、何が
あるのかが明確になろうかと思いますので、その事務局説明に対しまして、委
員のみなさまによる活発な議論ができると良いかと思っております。刈谷市の
ごみ減量推進のためにご協力をお願い申し上げます。 

 

 会議の説明等【事務局 平出課長】 

配布資料の確認。 

 

 

２ 議題【事務局】 

（１）刈谷市資源回収所への道路の工事について 

  資料 p.1～3 刈谷市資源回収所周辺の道路工事の概要、施策の説明。 

 

  ＜意見等＞ 

意見無し 

 

 

（２）環境センターの炉の撤去について 

資料 p.5～7 環境センターの改修工事の概要、施策の説明。 

 

  ＜意見等＞ 

   【委員】 

焼却炉の撤去による処理能力、受け入れ量への影響は。 

 

   【事務局】 

工事の前後で、受け入れ量に変化はない。 

 

   【委員】 

撤去後は外部委託するとのことだが、委託業者はどのように処理をするのか。 

 

   【事務局】 

委託業者は自社で焼却処理を行う炉を備えており、そこで処理を行いスラグを生
成し、リサイクルを行う。 

 

   【委員】 

     撤去後の施設はどうなるのか。 
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   【事務局】 

撤去後、委託業者へ外部搬出するための設備が必要になるため、それを備える工
事を行う。 

 

 

（３）令和６年度市民意識調査の結果について 

資料 p.9～19 令和６年に実施した市民意識の集計の報告。 

 

  ＜意見等＞ 

   【委員】 

資料 16 ページにある散布図のような分析は、これまでの意識調査においても行っ
ているか。 

 

   【事務局】 

市民意識調査は２年ごとに市が行っているものであるが、単純集計および散布図
によるクロス分析は毎回行っており、その結果を刈谷市ホームページ上で公開し
ている。 

散布図によるグループ分けの分析は、その項目がどのように捉えられているかを
把握するだけでなく、リソースをどこにどのように分配するかを判断するために
用いられる手法である。 

 

   【委員】 

「ごみの減量化・再資源化の推進」の市民の満足度・重要度の平均ポイントの推
移はどうか。 

 

   【事務局】 

前回調査の満足度の平均ポイントは 3.43ポイントで、0.02ポイント上昇した。重
要度の平均ポイントは前回と変わらず、3.92ポイントである。 

また、資料には割愛したが、今回調査の性別・各年代別の集計を見ても、満足
度・重要度に大きな差は無く、どのグループでもＢ群に該当する回答となった。 

 

   【委員】 

この意識調査は小中学生にも実施したということだが、若い世代の意識に働きか
けることはとても重要だと感じるのでとても良いことだと思う。教育の面から
も、ごみの減量や再資源化の推進にアプローチしていければもっと良いと思う。 

 

   【事務局】 

小学生に対しては毎年、４年生を対象に教育副読本としてごみの収集・処理に関
する冊子を作成し、配付している。また、中学生に対しては、希望者に対して職
場体験学習を受け入れ、収集作業や処理施設の作業を体験してもらっている。ご
指摘のとおり、小中学生に対する啓発は今後もより一層続けていきたい。 

 

   【委員】 

不法投棄などの事例や火災につながる誤ったごみ出しなどについてはしばしば取
り上げられるが、収集現場で作業に携わる方が直接目にする、ちょっとした分別
誤りなども公開してもらえると、自身のごみ出しを見直すこともできるし、市民
にとってもごみの分別がより身近に感じられるのでは。 

 

   【事務局】 

ご指摘感謝する。市民の皆さまと多くの事例を共有できるようにしていきたい。 

 

   【委員】 

大規模災害などの有事の際には、避難生活を送る人が排出する汚物を、燃えるご
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み等のごみとしてではなく別で回収すると聞いたが、他のアンケートを見て、こ
のことが市民に浸透していないと知った。今後の情報発信はどのように考える
か。 

 

   【事務局】 

災害時のごみ出しや汚物の処理の仕方について広報が十分に行き渡るよう、取り
組んでいきたい。 

 

 

３ その他【事務局】 

   ごみ分別おたすけカードについて 

各委員へ配付したごみ分別おたすけカードについて紹介。 

 

   【委員】 

学生や企業の寮生など、刈谷市の分別ルールに触れていなかった人にとって、刈
谷市の分別ルールに触れるよいきっかけになるものだと思う。 

また、日本語以外の言語にも対応しているので有用なものになると思う。 

 

 

  質問及び意見なし。 

  ほか、会議全体を通して質問及び意見なしと確認。 

 

 

 

閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


